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町 屋 大 地

「享保名物帳」
―伝えられてきた “名物 ”刀剣

国立国会図書館の蔵書から

　

日
本
刀
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
数

年
が
経
つ
。
全
国
各
地
で
展
覧
会
が
次
々
と
開
催

さ
れ
、
平
成
30
年
秋
に
京
都
国
立
博
物
館
で
開
催

さ
れ
た
刀
剣
特
別
展
に
は
25
万
人
余
り
が
訪
れ
る

な
ど
、
か
つ
て
な
い
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

展
覧
会
で
刀
剣
を
鑑
賞
す
る
際
に
、
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
に
「
名
物
」
と
あ
る
の
を
目
に
し
た
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
月
紹
介
す
る
の
は
「
享
保

名
物
帳
」 

と
呼
ば
れ
る（
１
）日
本
刀
の
名
品
を
収
録
し

た
一
種
の
目
録
あ
る
い
は
解
説
書
と
呼
ぶ
べ
き
も

の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
に
記
載
さ
れ
た
刀
剣
は
特

に
「
名
物
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
多
く
が
国
宝
や
重

要
文
化
財
、
重
要
美
術
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
「
享
保
名
物
帳
」
は
、
享
保
の
改
革
で
知
ら
れ

る
江
戸
幕
府
八
代
将
軍
の
徳
川
吉
宗
（
１
６
８
４

～
１
７
５
１
）
の
命
に
よ
り
、
刀
剣
の
研
磨 

・

浄
拭
（
ぬ
ぐ
い
清
め
る
こ
と
） ・
鑑
定
を
家
業
と

す
る
本
阿
弥
家
に
よ
っ
て
享
保
年
間
（
１
７
１
６

～
１
７
３
６
）
に
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
、
提
出
さ
れ

た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
編
さ
ん
経
緯
に
は
解
明
さ

れ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
。
そ
の
原
本
の
所
在
は

不
明
で
あ
り
、
複
数
の
写
本
の
み
が
伝
わ
っ
て
い

る
。写
本
は「
厚
藤
四
郎
」か
ら
始
ま
る
第
１
類
と
、

「
平
野
藤
四
郎
」
か
ら
始
ま
る
第
２
類
の
2
つ
の

類
型
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
で

は
両
系
統
の
写
本
を
計
３
つ
所
蔵
し
て
お
り
、
こ

こ
で
は
２
つ
の
写
本
を
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
第
１
類
に
属
す
る
『
名
物
帳
』
を
見
て

い
き
た
い
。
冒
頭
の
内
容
を
見
る
と
、

　

御
物 

　

一　

厚
藤
四
郎　

銘
有　

長
七
寸
二
分　

重
四
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
金
五
百
枚

と
所
蔵
者
、
名
称
、
銘
の
有
無
、
寸
尺 

、
評
価

が
記
載
さ
れ
、
次
に
そ
の
刀
の
由
緒
・
来
歴
が
示

さ
れ
る
。
来
歴
を
見
る
と
、
足
利
将
軍
家
に
伝
わ

り
、
黒
田
孝
高
、
豊
臣
秀
次
、
豊
臣
秀
吉
、
毛
利

秀
元
と
い
っ
た
武
将
を
経
て
、
徳
川
将
軍
家
の
所

有
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
現
在
は
東
京
国
立

博
物
館
蔵（

２
））。

　

ま
た
、
儒
学
者
で
有
職
家
で
も
あ
る
榊
原
香 

山
（
源
長
俊
、
１
７
３
４
～
１
７
９
８
）
に
よ
り

安
永
８
年
（
１
７
７
９
）
８
月
の
序
文
が
付
さ
れ

今 月 の 一 冊

『名物帳』
本阿弥市郎兵衛　[ 編 ]　[1---]　[ 写 ]　＜請求記号　197-273＞

『刀劔名物帳』
[1---]　[ 写 ]　＜請求記号　わ756-5＞

第1類『名物帳』
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て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
本
書
は
高
田
英
通
と
い
う

人
物
が
所
蔵
し
て
い
た
書
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
も
と
も
と
は
享
保
年
間
に
将
軍
の
命
を
う

け
て
本
阿
弥
家
が
献
上
し
た
書
、
と
あ
る
。

　

構
成
と
し
て
は
吉
光
・
正
宗
・
郷
義
弘
の
「
三

作
」、
そ
の
他
刀
工
、
焼
失
刀
剣
の
順
に
並
び
、

各
刀
工
の
う
ち
で
は
御
物
す
な
わ
ち
将
軍
家
の
所

蔵
品
を
先
に
並
べ
る
。

  

さ
ら
に
、
こ
の
写
本
と
異
な
る
系
統
、
第
２
類

に
属
す
る
『
刀
劔
名
物
帳
』
を
見
て
み
よ
う
。

　

刀
剣
の
所
蔵
者
、
名
称
、
銘
の
有
無
、
寸
尺
、

評
価
、
由
緒
・
来
歴
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
同
様

で
あ
る
が
、「
平
野
藤
四
郎
」が
冒
頭
に
来
て
い
る
。

　

見
開
き
の
右
側
に
目
を
向
け
る
と
本
阿
弥
家
の

歴
代
当
主
の
名
と
花
押
に
並
ん
で

　

名
物
剣
集

　

 

有
徳
院
様
御
代
享
保
四
亥
年
十
一
月
撰
上
候
由

　

 

本
阿
弥
光
忠
代

と
の
記
述
が
あ
る
。
有
徳
院
と
は
吉
宗
を
指
し
、

本
阿
弥
光
忠
（
？
～
１
７
２
５
） 

は
当
時
の
本
阿

弥
家
の
当
主
で
あ
る
。

　

構
成
と
し
て
は
「
三
作
」 

の
上
巻
、
そ
の
他
の

刀
工
の
中
巻
、
焼
失
し
た
刀
剣
の
下
巻
の
三
部
構

成
を
取
る
。 

そ
の
後
に
本
阿
弥
光
恕（
１
７
６
７

～
１
８
４
５
）
が
追
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
名

物
追
記
」
及
び
「
昔
ノ
名
剣
御
所
之
剣
」
と
題
す

る
部
分
が
存
在
す
る
。  

第 2 類『刀劔名物帳』
（上）「昔ノ名剣御所之剣」より。
（左）表紙裏には紙片が張り付けられ「芍薬亭書」と書かれている。

芍薬亭は本阿弥光恕のこと。
（下）蔵書印には「秋霜軒収蔵図書之記」とあり、この写本が鑑刀

家として著名な子爵・松平頼平（1851 ～ 1929）の旧蔵資料である
ことが確認できる。



3 国立国会図書館月報 694号 2019.2

（右）第1類『名物帳』より。（左）第2類『刀劔名物帳』より。
「一期一振藤四郎」について、右は尾張殿（尾張徳川家）、左は御物（徳川将軍家の所蔵）としている。

　

両
写
本
を
比
較
す
る
と
、
第
２
類
に
の
み
掲
載

さ
れ
る
刀
剣
が
あ
り
、
ま
た
所
蔵
者
の
記
載
に
も

異
同
が
見
ら
れ
、
概
し
て
第
１
類
の
方
が
来
歴
等

の
記
述
が
簡
潔
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
第
１
類
は
幕
府
に
提
出

し
た
も
の
の
写
し
、
第
２
類
は
本
阿
弥
家
に
お
け

る
調
査
記
録
の
写
し
と
さ
れ
て
い
た
が
、
ど
ち
ら

も
本
阿
弥
家
内
部
の
記
録
を
も
と
に
し
た
も
の

で
、
第
２
類
は
後
世
に
本
阿
弥
光
恕
の
周
辺
に

よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
と
い
う
最
近
の
研
究
も
あ

る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
江
戸
時
代
中
期
に
成
立
し
た

と
思
わ
れ
る
こ
の
「
享
保
名
物
帳
」
自
体
は
当
初

「
秘
書
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
有

職
家
、
鑑
刀
家
、
研
師
、
あ
る
い
は
刀
剣
愛
好
家

に
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
っ
た
。
筆
写
し
た
人
た
ち

も
、
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
刀
に
思
い

を
馳
せ
て
き
た
だ
ろ
う
。
時
代
が
下
る
と
、
翻
刻

の
出
版
や
出
版
物
で
の
言
及
に
よ
っ
て
さ
ら
に

「
名
物
」
刀
剣
へ
の
共
通
認
識
が
構
築
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る（

３
）。

　

現
在
の
日
本
刀
ブ
ー
ム
の
き
っ
か
け
と
し
て
、

刀
剣
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ゲ
ー
ム
と
そ
の
関
連
作

品
の
人
気
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
作
品
に
お
い
て

は
、
作
刀
に
あ
た
っ
て
の
伝
承
や
、
旧
蔵
者
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
も
と
に
、
刀
剣
を
巧
み
に
「
擬
人
化
」

し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
す
る
。
例
え
ば
、
本

書
に
骨ほ

ね
ば
み喰
藤（
４
）
四
郎
は
（
焼
損
を
受
け
）「
焼
直
し
」

さ
れ
た
と
あ
る
が
、記
憶
を
失
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
設
定
さ
れ
る
な
ど
、
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た

刀
剣
へ
の
関
心
が
掻
き
立
て
ら
れ
る
構
造
で
あ
る
。

そ
う
考
え
る
と
現
在
の
刀
剣
ブ
ー
ム
の
端
緒
は
人

び
と
に
共
通
の
「
名
物
」
観
を
与
え
た
「
享
保
名

物
帳
」
の
成
立
に
あ
る
、
な
ど
と
い
う
の
は
言
い

過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

1　「享保名物帳」との呼び方は近代に入ってからのものであり、各写本においては「名物鑑」、「名
物帳」、「刀劔名物帳」などと題されている。
2　https://colbase.nich.go.jp/collectionItems/view/12f08f3c06a62
af80737925634848303/55561
3　国立国会図書館デジタルコレクションで大正 2 年に刊行された『詳註刀剣名物帳　附・名物
刀剣押形』（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/951683）等の翻刻本が閲覧可能である。
4　骨喰の号は、切る真似をしただけで人の骨が砕けるという切れ味の言い伝えによる。

○参考文献
深井雅海『刀剣と格付け　徳川将軍家と名工たち』吉川弘文館　2018＜請求記号 KB335-L79＞
川見典久「『享保名物帳』の意義と八代将軍徳川吉宗による刀剣調査」『古文化研究　黒川古文
化研究所紀要』15号　黒川古文化研究所　2016＜請求記号 Z71-H14＞
佐野美術館、徳川美術館、富山県水墨美術館、根津美術館 編『名物刀剣─宝物の日本刀─』
佐野美術館　2011＜請求記号 KB16-J931＞
辻田吉堯「名物刀剣に関する考察」『刀剣美術』224号～226 号 日本美術刀剣保存協会　1975
＜請求記号 Z11-282＞
辻本直男 補注『図説刀剣名物帳』雄山閣出版　1970＜請求記号 KB335-10＞
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世
界
中
の
図
書
館
が
協
力
し
あ
い
、
共
通
の
問
題
を
解
決

し
、
図
書
館
の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
存
在
、
そ
れ
が
国

際
図
書
館
連
盟
、
略
称
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
で
す
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
年
次
大
会
で
は
、
世
界
中
か

ら
多
く
の
図
書
館
員
が
集
ま
り
、
図
書
館
に
関
す
る
多
く
の

課
題
に
つ
い
て
最
新
の
知
見
を
情
報
交
換
し
、
議
論
を
交
わ

し
ま
す
。

　

今
年
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は「
図
書
館
の
変
革
、社
会
の
変
革
」で
す
。

　

世
界
各
国
か
ら
約
３
５
０
０
人
が
参
加
し
、
期
間
中
は
、

分
科
会
等
に
よ
る
多
数
の
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
各

国
図
書
館
団
体
や
関
連
企
業
等
が
出
展
す
る
展
示
会
や
、
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョン
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
次
大
会
に
合
わ

せ
、
国
立
図
書
館
長
会
議
（
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
）
や
、
関
連
す
る
行

事
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
は
、
今
年
も
派
遣
団
を
組

織
し
、
分
科
会
等
に
出
席
し
、
議
論
や
発
表
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

平成 30 年 8 月24日( 金 ) ～ 30日( 木 )
クアラルンプール（マレーシア）等

第84回
ＩＦＬＡ年次大会



主な会場となったクアラルンプール・コンベンション・
センター（KLCC）。高層ビルが立ち並ぶ中にあります。

「アジアの国々は変化に果敢に挑戦している。」今回 IFLA に
参加しての印象です。
開催地がマレーシアだったからでしょうか、会場にはアジアの
人々の姿が目立ちました。IFLA は‘Global Vision’の実現
に向けて活動していますが、これはアジアを含めて図書館界
に大きな変化をもたらすことになりそうです。
会期中どの場面でも、クアラルンプールという都市の特徴であ
る民族的多様性と文化の多様性も実感できる会議でした。

団長・羽入佐和子
（館長）

大嶌薫
（総務部司書監）

例年にない酷暑の日本から到着したマレーシアは、予想
外に涼しく感じました。会議場となった KLCC の周辺は、
公園を囲んでペトロナスツインタワーや高層のお洒落な
ショッピングセンターやホテルなどが林立し、夜も賑わっ
ていました。道路は、渋滞が激しく、歩道をオートバイが
走っているのが印象的でした。発展を続けるマレーシア
の活力が感じられました。

開会式

昼 食 会で、シンガポール 国 家 図 書 館 委員会 CEO（ 左 ）
Elaine Ng さんと、マレーシア 図 書 館 協 会 顧 問（中央 ）
Zaiton Osman さん。

開会式には、5 月に就任したマハ
ティール首相がビデオメッセージを
寄せていました。
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館長の代理で国立図書館長会議に出席しまし
た。文字どおり世界中の国立図書館の代表
の皆さんにお会いし、それぞれの課題や最
新の取組について意見交換できたのは刺激
的な体験でした。各国の置かれた状況により
国立図書館の抱える課題も様々でしたが、世
界の図書館をめぐる最新動向に目を向けて情
報を収集し、業務を改善しようという熱意は、
どの国の図書館長にも共通しているように感
じられたのが印象的です。

国立図書館長会議（ＣＤＮＬ）

寺倉憲一
（国際子ども図書館長）

団長代理

今年の CDNL はディスカッション中心のプログラムでした。インタラクティブプログラムでは、
２つのお題について 15 分ずつ、対面で各国の代表者と討論し、次 に々隣にずれていきま
す。この写真のお相手はインドネシア国立図書館長代理 Yoyo Yahyono さん。

集合写真。手に持っているのは IFLA Global Vision の広報キットです。

会場の王立博物館（旧マレーシ
ア王宮）。イギリス植民地時代の
華僑のお屋敷だったそうで、とて
も豪華です。

グループディスカッションでは、「国立図書館と持続可能な開発目
標」というというテーマの下、目標とすべき項目を記載した 11 の
カードが用意され、緊急性を縦軸、国立図書館の貢献度合いを
横軸にとった座標平面上のどこに各項目が位置付けられるか議論
しながら、それぞれのカードを置いていきました。我 の々グループ
では、緊急性と貢献度が一番高い右上に「公共情報へのアクセ
ス」を置きました。
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議会図書館

70 周年を迎える日本の支部図書館制
度において積み重ねてきた経験が、国
連の持続可能な開発目標 (SDGs) の目
標 16 の「有効で説明責任のある透明
性の高い公共機関の発展」や「情報
への公共アクセスの確保」に通底する
ことについて報告を行いました。

小林公夫
（調査及び立法考査局政治議会
調査室主幹兼政治議会課長事
務取扱）

吉間仁子
（総務部支部図書館・協力課）
政府機関図書館分科会
連絡委員

オープンセッションでの報
告の様子。

議会向けの図書館・調査サービスの変革をテー
マとするオープンセッションで、調査及び立法考
査局 が毎年実施している内部研修プログラムに
ついて報告しました。その後のディスカッション
や他の参加者の報告では、日頃考えたことがな
かった課題に気付かされるなど、大変刺激を受
けました。また、他の会合やイベントを通じて様々
な国・館種の図書館の方 と々交流することができ
たのは、IFLA 年次大会ならではの得難い経験
でした。

政府機関図書館

IFLA 初？　朝のフィットネスプログラム。手前の白いシャツが吉間委員。

ナレッジカフェ方式のグループディスカッション。

プレカンファレンスでマレーシア国際貿易省
図書館を見学。国立図書館職員が配置さ
れていて、認知度も高いです。

報告後の
グループディスカッション。
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官庁出版物電子政府をテーマとしたオープンセッション
で、NDL がインターネット上で公開してい
る東日本大震災アーカイブ「ひなぎく」を
紹介しました。地震を始めとした自然災害
に苦しむ国は、世界でも少なくありません。
国立国会図書館の取組が、災害の記録等
の保存と共有による防災への貢献として、
参加者の皆さんに参考にしていただけたら
幸いです。

井上佐知子
（電子情報部電子情報流通課）

マレーシアの食事ナシレマ。上から時計回りにフ
ライドチキン、牛肉の時雨煮に近いもの、ココナッ
ツミルクで炊いたご飯、エビと野菜を煮た非常に
辛いもの。

「エメラルド婚式」ってご存知ですか？　結婚 55 周年の
ことなのですが、情報技術（IT）分科会が、なんと今年、
このエメラルド「設立 55 周年」を迎えました。実は私よ
り先輩だったのです（えっ、そうは見えない？！）。でも今回、
しみじみ IT を振返るだけでなく、ゲーム（利用者教育や
IT リテラシー向上への活用）や、ソーシャルメディア保存
のセッションもあり、諸外国の進んだ取組に直に触れるこ
とができました。参加できて良かったです。

情報技術
竹鼻和夫

（電子情報部主任司書）

情報技術分科会連絡委員

ペトロナスツインタワーから会場の夜景。展示スタンプカードや IFLAグッズ。
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MulDiCat の編集作業グループの担当者打合せは、会場内のカフェで。

目録分科会常任委員会のビジネスミーティング。常任委員は会
議卓に着席。

ビジネスミーティングは、参加者に立ち見が出るほどで、目録
分科会の活動に対する皆さんの関心の高さがうかがわれまし
た。また、書誌分科会では、NDL の常任委員も編集している
全国書誌のコモンプラクティスの進捗状況が報告されました。
私は、目録関連の用語や概念がさまざまな言語で定義された
辞書 MulDiCat の編集作業グループの一員でもあります。担
当者の打合せでは、目の前で繰り広げられる議論についてい
くのに必死でしたが、一つの目的に向かって協力しながら前進
していることを実感できました。

書誌・目録

柴田洋子
（収集書誌部収集・書誌調整課）

目録分科会常任委員

日本図書館協会の国際交流事業
委員会が主催する日本からの参
加者の交流のためのミーティング。

Japan Caucus
Meeting 

文化の夕べ

FＩＲＳＴ TＩＭＥＲ

観光センターで行われました。

初めて参加する人たちのためのセッションでは、大会の概要
や見どころの紹介が行われました。IFLA 公式 twitter では、 
フィンランドからの参加者と一緒に写真を撮る柴田委員の姿が。



10国立国会図書館月報 694号 2019.2

デジタルの保存をどうしていくかが今の図書館界の大き
なテーマで、セッションでも多くの聴衆を集めていました
が、一方で東南アジア等の図書館からは、地域の気候
や条件に合った紙資料の保存の工夫と苦労がうかがえ
る報告があり、「資料保存」で扱われる領域が広がって
いることを実感しました。

資料保存

佐藤従子
（収集書誌部司書監）

資料保存分科会常任委員 /
資料保存戦略プログラム（PAC）
アジア地域センター長

児童・ヤングアダルト 今年、児童・ヤングアダルト図書館分科
会は、シンガポール国立図書館を会場と
したサテライト・ミーティングにおいては「特
別なニーズのある人々への図書館サービ
ス分科会」との共催により、また、クアラ
ルンプールでの本大会においては、「環
境、持続可能性と図書館分科会」との共
催により、二つの公開セッションを行いま
した。各セッションでは、各国図書館・
学校図書館等での素晴らしい取組が紹介
されました。異なる分科会との共催とした
ことで、児童サービスを新たな切り口か
ら見直すことができ、非常に密度が濃く、
学びの多いセッションになりました。
各国図書館での取組は、伝統的な読書推
進にとどまらず、多様性に配慮し、子ども
たちが自分で考え、生き抜いていくための
情報リテラシーを身に着けることに重きが
置かれている印象を受けました。児童サー
ビスの概念の幅が広がってきていることを
感じます。

中島尚子
（利用者サービス部科学技術・経
済課）

児童・ヤングアダルト分科会
常任委員クアラルンプール図書館 TTDI 分館でのオフサイト・セッション。い

きなりディスカッションのファシリテーターを担当させられ、冷や汗を
かきました。それぞれの国や組織の観点から、IFLA 児童・ヤング
アダルト図書館分科会で策定した新たな児童サービスのガイドライ
ンに関する意見が交わされました。

サテライトミーティングが行われたシンガポー
ル国立図書館の建物の地下 1 階にある中央
図書館の中の子ども図書館。木の葉の部分
はペットボトルに色をつけて、職員のみなさ
んが作ったのだそうです。たくさんの親子連
れでにぎわっていました。

資料保存分科会常任委員会での
協議の様子。

ホテルの掲示。ドリアン持ち込み禁止！
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次回はギリシャのアテネで開催。

ポスターセッション

青山真紀
（利用者サービス部人文課）

展示会場には、マレーシアの手工芸品の制作体験ができるコーナー
もありました。

「レファレンス協同データベース－日本における約 800 の図書館のつなが
りと協同－」と題して、IFLA のポスターセッションで初めて「レファ協」
を紹介しました。多くの方が強い関心を示してくださり、レファレンスの回
答やプロセスを検索できるのは便利、良いアイディアである、ぜひ使って
みたい等のコメントをいただき嬉しく思いました。また海外では図書館の
連携は館種ごとに分かれているため、レファ協に全館種が参加している
のは素晴らしいという感想が多く聞かれました。ポスターセッション会場は
気軽に意見交換できる場で、活発なやり取りが行われ、とても盛況でした。

北野仁一
（関西館図書館協力課）

れはっち、初のポスターセッション！
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「
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
」
と
は
、
い
っ
た
い
何

で
し
ょ
う
か
。
戦
争
の
ゲ
ー
ム
と
い
う
と
何

や
ら
物
騒
で
す
が
、
軍
事
用
語
で
「
机
上
作

戦
演
習
」「
図
上
演
習
」
の
こ
と
を
指
し
ま

す
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机
の
上
で
戦
況
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
、

戦
略
を
立
て
る
こ
と
は
、
古
代
か
ら
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
近
代
の
西
洋
で
は
、
よ
り
精

密
に
戦
場
を
模
し
た
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
が
発
展

し
、
作
戦
研
究
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

一
方
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦
や
川

中
島
の
戦
い
と
い
っ
た
歴
史
的
な
戦
争
の
局

面
を
再
現
し
た
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
、
戦
争

を
模
し
た
ゲ
ー
ム（
遊
戯
）の
こ
と
を
ウ
ォ
ー

ゲ
ー
ム
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
王
や
歩

兵
と
い
っ
た
駒
が
あ
る
将
棋
や
チ
ェ
ス
、
敵

の
軍
と
陣
取
り
を
す
る
囲
碁
な
ど
も
、
広
い

意
味
で
は
抽
象
化
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
す

る
資
料
か
ら
、
近
代
日
本
に
お
け
る
ウ
ォ
ー

ゲ
ー
ム
の
姿
を
追
い
ま
す
。

日
本
へ
の
導
入
は
陸
軍
か
ら

　

明
治
維
新
後
、
近
代
化
を
目
指
し
た
日
本

で
は
、
軍
の
能
力
向
上
に
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
が

活
用
さ
れ
ま
し
た
。「
兵
棋
」（「
兵
棊
」と
も
）

や
「
図
上
演
習
」
と
訳
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

 　
「
兵
棋
」
と
い
う
検
索
語
で
国
立
国
会
図

書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
を
検
索
し
て
見
つ
か
る
最

古
の
資
料
は
、
１
８
８
１
（
明
治
14
）
年

発
行
の
『
兵
棊
教
範
』（
１ 

左
ペ
ー
ジ
）
で

す
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
参
謀
メ
ッ
ケ
ル
が

１
８
７
４
年
に
著
し
た
資
料
を
陸
軍
が
邦
訳

し
た
も
の
で
す
。
な
お
、
メ
ッ
ケ
ル
は
陸
軍

大
学
の
教
官
と
し
て
１
８
８
５
（
明
治
18
）

年
に
来
日
し
て
い
ま
す
。
こ
の
資
料
は
、
い

わ
ば
兵
棋
の
「
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」
と
言
え
る

も
の
で
、
用
い
る
地
図
や
隊
標
（
コ
マ
）、

審
判
に
あ
た
る
「
統
裁
官
」
の
役
割
な
ど
が

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
目
を
引
く
の
が
、
大
き
な
表
で
す
（
左
ペ
ー

ジ
上
）。
こ
の
表
は
、
武
器
の
種
類
や
相
手
と

の
距
離
に
よ
る
、
対
象
へ
の
攻
撃
結
果
を
一

覧
に
し
た
も
の
で
す
。
特
徴
的
な
の
は
、
さ

い
こ
ろ
の
目
に
よ
っ
て
結
果
が
変
わ
る
、
す

な
わ
ち
結
果
が
乱
数
に
左
右
さ
れ
る
点
で
す
。

囲
碁
や
将
棋
で
あ
れ
ば
、
石
を
打
っ
た
り
駒

を
進
め
た
り
す
れ
ば
確
実
に
相
手
を
取
れ
ま

す
し
、
逆
に
双
六
で
あ
れ
ば
基
本
的
に
さ
い

こ
ろ
の
目
だ
け
で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。
こ

の
ル
ー
ル
で
は
、
行
動
に
よ
っ
て
有
利
不
利

が
生
じ
る
一
方
、
さ
い
こ
ろ
で
不
確
実
性
も

も
た
せ
る
こ
と
で
、
実
際
の
戦
闘
の
「
決
断
」

と
「
運
不
運
」
の
両
方
の
要
素
を
反
映
さ
せ

て
い
ま
す
。

H o w
t o

P l a y
t h e

 W A R  
G A M E

机の上の戦争
近代日本の「ウォーゲーム」

宇野 亮一

本の森を歩く 第19回



1 『兵棊教範　第 1 編』　陸軍文庫　明 14.10　
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/844255（ モ ノ
クロ画像）

隊標（コマ）の数々。

上図の「歩兵ノ射撃」表では、標的・距離・効果的か否か（最
上効～最下効）だけでなく、さいころの目によっても結
果が異なっている。有利な状況を作り出しても、運不運
によっては大きな成果を得られないことがある。他に「砲
兵ノ火力」表もある。
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実録ウォーゲーム
　『略法兵棊教例』は本編と附図でウォーゲームの
実際の進め方を例示した、いわば兵棋の「リプレイ」
です。これを元に、ゲームの様子を再現してみま
しょう。

　何人かの士官が一室に集まり、相談をし
ています。彼ら「東軍」は地図を見て、部
隊の動かし方を検討しているのです。しば
らくすると、その話し合いに加わっていな
かった教官（「統裁官」審判のような存在）
が、士官たちにおのおのの率いる部隊をど
う動かしたいか質問します。騎兵隊長の丁
少尉は、小梅村を通過し迅速に西へ進むと
答えました。前衛司令の乙中尉は、歩兵と
砲で後ろからついていくと答えます。
　次に教官は、別の部屋に入ります。そこ
にも何人かの士官がいて、地図を見て話し
合いをしています。彼らが「西軍」です。
教官は同じように、各部隊の動かし方を質
問しました。騎兵隊長の仁少尉が、小梅村
まで東へ進むと答えます。東軍と西軍はそ
れぞれ架空の部隊を率いてウォーゲームを
しているところなのです。当然ですが、今
の西軍に東軍の動きは分かりませんし、逆
も同じです。
　両軍の動きを聞いたところで、教官は地

図を前に、それぞれの部隊が行動を予定通
り行えるか検討します。両軍の騎兵が小梅
村付近に向かっているため、どこで遭遇す
るか進軍速度などを計算するのです。もち
ろんこのとき、士官たちは地図から遠ざ
かっていなければなりません。
　検討を終えた教官は、西軍を地図のとこ
ろに呼び「仁少尉の騎兵隊は六時三十分、
小梅村より西にある河内村付近に達した」
と告げて地図の該当箇所に仁少尉の部隊を
表す隊標（コマ）を置きました。さらに「敵
の騎兵隊を目撃した」と告げます。西軍士
官はそれをもとに、次の行動を考えます。
　次に教官は西軍を部屋から出し、東軍を
呼びます。西軍の配置が示され、東軍の隊
標（コマ）も配置されていきます……。
　このように教官の判断と状況説明に従っ
て士官たちは作戦を考え、机上の戦争を進
めます。
 その後、小梅村より西側の橋を焼き落とし
て防御しようとした東軍に対し、西軍は南
から回り込んで進撃し、ゲーム内の時間が
流れて約 3 時間後、今や両軍は小梅村を巡っ
て戦っています。
　西軍は、南西から壁を破壊したり乗り越
えたりして、散開して小梅村への攻撃を開

始すると言います。いっぽう東軍は壁の内
側の農舎に部隊を配置して守りを固め、さ
らに予備部隊を送ると言います。もちろん、
言うのは教官に対し、それぞれ別々にです。
教官の判断は、西軍は農舎からの射撃で足
を止められ、予備部隊の進出を受けて退却
せざるを得なくなるというものでした。し
かしこれで終わりではなく、両軍は次の作
戦を考え始めます……。

　この事例では、さいころなどで結果を決定して
はおらず、教官の判断が重要となっています。し
かし両軍が相手の出方が分からない中、目的を達
するため同時に行動を決断する様子は、ウォーゲー
ムの基本がよくわかります。

2 『略法兵棊教例』　陸軍文庫　 明 15.4　
本編http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/844288
附図http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/844289

（いずれもモノクロ画像）
1同様翻訳書だが、地名も和風に改められて
いる。

←激戦となる小梅村付近。隊標（コマ）で両軍の部隊配置が示されている。

東軍集合場

西軍集合場
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動
き
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子

が
う
か
が
え
る
の
は
、
日
露
戦
争
で
参
謀

と
し
て
活
躍
す
る
秋
山
真
之
が
１
８
９
９

（
明
治
32
）
年
に
無
名
子
の
名
で
『
水
交

社
記
事
』（
３
）
に
寄
稿
し
た
「
ゼ
ー
ン

氏
海
軍
兵
棊
」
と
い
う
記
事
で
す
。
こ
れ

も
『
兵
棊
教
範
』
と
同
じ
く
、
ウ
ォ
ー

ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
を
翻
訳
し
た
も
の
で

す
。
図
上
に
軍
艦
の
コ
マ
を
配
置
し
、
一

人
の
士
官
が
一
隻
の
軍
艦
を
指
揮
す
る

形
で
、
敵
味
方
の
艦
隊
が
対
決
し
ま
す
。 

　

こ
の
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
も
、
攻
撃
の
結
果
に

は
運
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。
突
起
の
つ
い
た

ハ
エ
叩
き
の
よ
う
な
「
打
杆
」
で
艦
の
図
を

叩
き
、
へ
こ
ん
だ
と
こ
ろ
に
「
弾
が
当
た
っ

た
」
と
す
る
の
で
す
が
、
打
杆
は
い
く
つ
も

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
突
起
の
位
置
が
わ
か
ら
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
手
艦

と
の
距
離
が
遠
く
な
れ
ば
、
よ
り
遠
く
か
ら

叩
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
秋
山

は
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
の
た
め
の
道
具
一
式
も
用

意
し
て
い
た
よ
う
で
、「
材
料
等
ハ
海
軍
々

令
部
ニ
在
」
る
の
で
「
有
志
ノ
士
ハ
就
テ
一

見
」
し
て
は
と
、読
者
を
勧
誘
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
海
軍
大
学
校
で
、
陸
軍
や
米
海
軍
な

ど
の
実
践
も
参
考
に
、
兵
棋
演
習
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
原

書
で
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
が
あ
る
の

は
、１
９
１
２
年
版How to play the “naval 

war gam
e.”

（
４
）
で
す
。
秋
山
が
翻
訳
し

た
も
の
と
は
時
代
が
違
い
ま
す
が
、
ハ
エ
叩

き
「
打
杆
」
な
ど
の
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

ゼ
ー
ン
氏
と
は

　

さ
て
、こ
の
「
ゼ
ー
ン
氏
」
と
は
、『
ジ
ェ
ー

ン
海
軍
年
鑑
』
を
創
刊
し
た
Ｊ
・
Ｆ
・
Ｔ
・ 

ジ
ェ
ー
ン
の
こ
と
で
す
。ジ
ェ
ー
ン
年
鑑
は
、

現
在
で
もIHS Jane’s

社
に
よ
り
刊
行
さ
れ

て
お
り
、
航
空
・
宇
宙
、
船
舶
、
兵
器
、
交

通
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
収
録
し

た
資
料
と
し
て
国
立
国
会
図
書
館
で
も
よ
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

創
刊
号
で
あ
る
１
８
９
８
年
のAll the 

world’s fighting ships

（
５
）
で
は
、
軍
艦

の
砲
や
装
甲
が
「
砲
が
何
セ
ン
チ
」「
装
甲

が
何
ミ
リ
」
と
い
っ
た
実
際
の
軍
艦
の
数
値

で
は
な
く
、
４
Ａ
（
威
力
Ａ
の
砲
が
４
門
）

3 「ゼーン氏海軍兵棊」『水交社記事』100 号　
明治 32 年 2月　水交社＜請求記号　YA5-1256＞

（閲覧はモノクロのマイクロフィルムとなります）

5 All the world’s fighting ships, Sampson Low, Marston & Co. ＜
請求記号　55-49 ＞ 1898 年版
いわゆる『ジェーン年鑑』。日本の軍艦も掲載されている。掲載箇所は当時
の最新戦艦「富士」と「八島」。

4 Fred T. Jane, How to play the "naval war game." : 
with a complete set of the latest rules, full instructions, 
and some examples of "wars" that have actually been 
played, S. Low, Marston & co.[1912]＜請求記号　Sf-21＞
ジェーン（ゼーン氏）自身による、ウォーゲームのルール解説。
下図がハエ叩きのような「打杆」。これで左図のように軍艦の
絵を叩き、黒点の箇所に「弾が当たった」と見なす。
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や
ａ
（
装
甲
の
厚
み
が
ａ
）
と
い
う
よ
う
に

記
号
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
号
は
前

述
の
「
ゼ
ー
ン
氏
海
軍
兵
棊
」
と
共
通
の
も

の
で
す
。
こ
の
ル
ー
ル
で
、
威
力
Ａ
の
砲
は

Ｘ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
れ
ば
厚
さ
ａ
の
装
甲

を
、
Ｙ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
れ
ば
厚
さ
ｂ
の

装
甲
を
貫
通
で
き
る
、
と
い
っ
た
デ
ー
タ
が

定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ジ
ェ
ー
ン
年

鑑
を
傍
ら
に
、
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
後
の
年
代
の
も
の

で
は
、
砲
の
口
径
な
ど
は
実
際
の
数
値
も
記

載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
巻
頭
の
専
門
用
語
集
に
は
日
本
語

も
あ
り
、
日
本
人
が
手
に
取
る
こ
と
も
想
定

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
ま
す
。

軍
内
外
の
評
価

　

こ
の
よ
う
に
、
陸
海
軍
は
そ
れ
ぞ
れ

ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
図
上
演
習
に
よ
っ
て
指
揮
の
教
訓
を
学

ん
だ
こ
と
が
、
１
９
０
４
（
明
治
37
）
年
の

日
露
戦
争
の
成
功
に
寄
与
し
て
い
る
と
み
る

説
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

日
露
戦
争
後
も
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
は
陸
海
軍

で
行
わ
れ
て
お
り
、『
如
何
に
戦
術
を
統
裁

す
べ
き
か
』
と
い
う
１
９
４
０
（
昭
和
15
）

年
の
陸
軍
の
資
料
で
は
、「
兵
棋
は
戦
術
能

力
特
に
実
兵
指
揮
能
力
向
上
の
為
頗
る
有
利

な
方
法
で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
、
１
９
１
７
（
大
正
6
）
年
の

『
校
風
漫
画
』（
６
）
で
は
「
海
軍
大
学
」
の

校
風
と
し
て
「
机
上
兵
棋
演
習
」
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
挿
絵
と
と
も

に
「
玩
具
の
艦
形
木
片
を
並
べ
て
取
っ
た
り

取
ら
れ
た
り
宛
然
小
供
の
遊
戯
」
だ
と
し
て

い
ま
す
。
軍
内
部
で
は
有
利
な
方
法
と
し
て

い
る
一
方
、
外
部
の
人
間
か
ら
は
子
供
っ
ぽ

い
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

第
二
次
世
界
大
戦

　

第
二
次
世
界
大
戦
で
も
、
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム

に
よ
る
作
戦
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
真

珠
湾
攻
撃
や
南
方
進
出
の
ほ
か
、
総
力
戦
研

究
所
で
は
政
策
全
般
を
研
究
す
る
よ
り
範
囲

の
広
い
、
机
上
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
う
し
た
検
討
は
、
正
し
い
運
用

と
真
摯
な
振
り
返
り
が
伴
わ
な
け
れ
ば
有
効

性
を
発
揮
し
え
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
。戦
史
叢
書
の『
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
』（
防

衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
編　

朝
雲
新
聞
社　

１
９
７
１
）で
、そ
の
一
例
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。

5 All the world’s fighting ships , Sampson Low, 
Marston & Co. ＜請求記号　55-49 ＞ 1901 年版
左は日本の戦艦「朝日」。装甲の厚さや砲の威力が図中に
アルファベットで示されている。 
艦名のほか、右下の標題紙にある「全世界戦艦」など、手
書きらしき日本語も見て取れる。
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ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
前
の
連
合
艦
隊
旗
艦

の
戦
艦
「
大
和
」
艦
上
で
の
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム

で
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
攻
撃
の
最
中
に
米

空
母
が
現
れ
、
日
本
軍
空
母
に
大
被
害
が
出

る
と
い
う
判
定
が
出
ま
し
た
が
、
統
監
部
は

審
判
の
や
り
直
し
を
命
じ
、「
我
が
空
母
の

被
害
を
減
ら
し
」
て
続
行
さ
せ
ま
し
た
。
判

定
の
巻
き
戻
し
に
は
、
米
空
母
の
出
現
は

も
っ
と
遅
い
と
み
な
し
た
判
断
が
関
わ
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
実
に
は
、
広

く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
島
を
攻
撃
し
て

い
る
途
中
で
米
空
母
が
現
れ
日
本
空
母
は
全

滅
し
ま
し
た
。
演
習
時
に
大
き
な
被
害
を
受

け
た
こ
と
を
教
訓
と
せ
ず
、
こ
う
な
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
逆
説
的
に
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
の

有
効
性
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、「
こ
の
図
上
演
習
に
お
け
る
各
部

隊
の
作
戦
計
画
、
経
過
概
要
、
研
究
会
に
お

い
て
問
題
に
な
っ
た
点
な
ど
に
関
す
る
資
料

は
入
手
で
き
な
い
」と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

対
日
戦
な
ど
を
研
究
し
た
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
の

記
録
を
数
百
件
も
残
し
て
い
る
と
さ
れ
る
米

海
軍
と
は
対
照
的
で
す
。
行
っ
た
あ
と
の
振

り
返
り
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
図

上
演
習
の
有
効
性
を
増
す
と
す
れ
ば
、
資
料

の
保
存
も
重
要
な
こ
と
だ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

そ
の
後

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
活
用
な
ど
も
伴
い
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
ゲ
ー

ム
は
引
き
続
き
活
用
さ
れ
て
お
り
、
日
本
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
っ
ぽ
う
、
民
間
で
は
商
業
的
に
販
売
さ

れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。
囲
碁
や
将
棋
、

チ
ェ
ス
な
ど
も
軍
事
の
研
究
か
ら
遊
戯
に
昇

華
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
も
不
思
議

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
民
間
に
広
ま
っ

た
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
や
、
さ
ま
ざ
ま
な

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
ゲ
ー
ム
を
生
み
出
す
源
流
と
も
な
り
ま
し

た
。「
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
」
や
そ
の
子
孫
は
、

現
代
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
生
き
続
け
て

い
ま
す
。

6 近藤浩一路 著『校風漫画』博文館　大正 6
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/956048（モノクロ画像）
海軍大学の校風としてウォーゲームの実施に言及しているが、挿
絵も本文も少々ユーモラス。

ウォーゲームの子孫であるボードゲームを楽しむ筆者の友人
たち。

○参考文献

蔵原大 著 「近現代ウォーゲーム(兵棋演習)の概史　二百年
の変遷」『遊戯史研究』 (25):2013.10＜請求記号　Z71-T990＞

ピーター・P.パーラ著、井川宏訳『無血戦争』ホビージャ
パン　1993.12＜請求記号　Y78-E1720＞

秦郁彦 編『日本陸海軍総合事典　第2版』東京大学出版会　
2005.8＜請求記号　A112-H259＞

『陸軍文庫図書目録（明治41年1月刊）』http://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/897370/1（モノクロ画像）

秋山真之会 編『提督秋山真之』http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1234795

高橋弘道 著「海軍兵棋の発達」『波涛』24巻5号（通号
140）1999.1＜請求記号　Z2-2424＞
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２
０
１
８
年
10
月
31
日
か
ら
11
月
2

日
の
3
日
間
に
わ
た
り
、
第
12
回
ア
ジ

ア
太
平
洋
議
会
図
書
館
長
協
会
（The 

A
ssociation of P

arliam
entary 

L
ib

ra
ria

n
s

 o
f A

s
ia

 a
n

d
 th

e 

P
acific : A

P
LA

P

）
大
会
が
東
京
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
が
大

会
を
主
催
す
る
の
は
、
２
０
０
０
年
以
来

18
年
ぶ
り
の
こ
と
。
２
０
１
７
年
4
月
か

ら
坂
田
副
館
長
が
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｐ
会
長
を
務

め
て
お
り
、
開
館
70
周
年
と
い
う
記
念
の

年
に
、
ふ
た
た
び
大
会
を
主
催
す
る
好
機

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

第 12回

APLAP大会　
（アジア太平洋議会図書館長協会）

◆ APLAPとは？

アジア太平洋地域における議会図書館の連携協力を通

じて、各国の議会サービスの拡充を図ることを目的として、

1990 年に設立された組織です。2018 年 12月現在、

40か国・地域の59機関が加盟しています。原則、隔

年で開催される大会では、特定のテーマが設けられ、

各機関による報告やディスカッションが行われます。

http://asiapacificparllibs.org/

詳細報告は『カレントアウェアネス』第 339号に掲載予定です。
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基調講演＆セッション

　
「
議
会
図
書
館
・
立
法
調
査
サ
ー
ビ
ス

の
人
材
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
今
大

会
に
は
、
当
館
を
含
め
て
20
か
国
・
地
域

の
27
機
関
か
ら
50
名
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

開
会
式
の
後
、
英
国
下
院
か
ら
お
招
き

し
た
、Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ 

議
会
の
た
め
の
図
書
館
・

調
査
サ
ー
ビ
ス
分
科
会
会
長
ス
テ
ィ
ー

ヴ
・
ワ
イ
ズ
氏
に
よ
る
基
調
講
演
と
、
Ａ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｐ
加
盟
機
関
の
全
体
会
議
で
あ
る

総
会（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）が
続
き
、そ
の
後
、

21
機
関
に
よ
る
発
表
報
告
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

2
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
材
育
成
は
、
ど
の
機
関
に
お
い
て
も

関
心
の
高
い
課
題
で
す
が
、
参
加
者
の
所

属
機
関
は
規
模
や
役
割
が
異
な
る
た
め
、

課
題
の
捉
え
方
も
少
し
ず
つ
異
な
り
ま

す
。
一
定
の
職
員
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る

機
関
が
あ
る
一
方
で
、
職
員
が
１
人
だ
け

の
機
関
も
あ
り
ま
す
。
各
国
の
議
会
制
度

と
機
関
の
立
場
、
あ
る
い
は
機
関
内
に
お

け
る
議
会
図
書
館
機
能
と
調
査
サ
ー
ビ
ス

機
能
の
関
係
も
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
材
育
成
や
採
用
に
は
、
各
地
の

文
化
的
・
経
済
的
背
景
が
少
な
か
ら
ず
影

響
し
ま
す
。

　

機
関
の
持
つ
性
格
や
背
景
は
異
な
っ
て
い

ま
す
が
、ど
の
報
告
も
、よ
り
効
果
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
人
材
育
成
を
進
め

た
い
と
い
う
強
い
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
も
の

ば
か
り
で
し
た
。
参
加
者
は
、
お
互
い
の
経

験
や
課
題
を
共
有
し
、
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
、
真
剣
に
基
調
講

演
と
報
告
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

基調講演では、ワイズ氏の所属する英国下院図書館が行う、人

材育成に関する多様な取組が紹介されました。また、今大会の

ように、他機関の職員同士が交流できる機会が重要であるとのお

話もありました。

講演後には、ワイズ氏の豊富な経験に裏打ちされたお話に刺激

を受けた参加者との活発な質疑応答も行われました。

発表するムスティカ・ワティ氏（インドネシア議会
事務総局）

司会のローラーミカ主幹（国立国会図書館）

質問するピズィー・ソーン氏（カンボジア議会研究所）
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総会では、前回議事の承認、

財務報告、新役員選出、次回

大会開催国の決定などが行わ

れました。

そのほか、今回は1990 年の

制定以来初となるAPLAP 憲

章・規則の改正という大きな議

題があり、賛成多数で可決さ

れました。

大会期間中に、衆参両院議長主催歓迎会と、

国立国会図書館長主催歓迎会が開催されま

した。

こうした時間は、参加者同士が情報を交換し、

相互理解を深め、人脈を築くことのできる貴

重な機会です。言葉を交わすうちに、参加者

の緊張もほどけてゆき、お互いの距離が近く

なっていきました。

APLAP総会

歓迎会
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2日目に行われたAPLAP 主催昼食会の後、日本文化を体験

するイベントで、参加者がけん玉に挑戦しました。

最初のうちは見慣れないものに戸惑っていましたが、徐 に々ヒー

トアップ。難しい技を決める人も現れ、皆さんセッションと同じ

くらい真剣な表情で楽しんでいました。

破顔の出来

江戸東京博物館 国会議事堂衆議院本会議場

よっ

文化体験（けん玉）

見学

　

3
日
目
は
、
国
会
議
事
堂
を
じ
っ
く
り

と
見
学
し
た
後
、
浅
草
で
昼
食
を
と
り
、

最
後
に
江
戸
東
京
博
物
館
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

次
回
の
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｐ
大
会
は
、
２
０
２
０

年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。
人
材
育
成
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

交
流
を
深
め
た
東
京
大
会
は
、
2
年
後
の
再

会
を
約
束
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
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国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w

.

ndl.go.jp/)

と
国
際
子
ど
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w

w
.kodom

o.go.jp/)

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
て
こ
の
２
月
で
１
年
に
な
り
ま
す
。
全
体
の
デ
ザ
イ

ン
や
文
字
フ
ォ
ン
ト
の
種
類
、
サ
イ
ト
の
構
成
か
ら
画
面

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
対
応
ま
で
よ
り
使
い

や
す
い
形
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
み
な
さ
ん
の
目
を
引
く
の
は
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
上
部
中
央
に
設
け
ら
れ
た
数
秒
ご
と
に
切
り
替
わ

る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
お
伝

え
し
た
い
当
館
の
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ベ
ン
ト
を
画
像
と
短
い

文
章
で
説
明
す
る
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
し
い
「
顔
」
と

も
い
え
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
元
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
お

知
ら
せ
用
の
ス
ペ
ー
ス
が
サ
イ
ト
下
部
に
あ
り
ま
し
た

が
、
画
像
が
小
さ
く
位
置
も
分
か
り
に
く
い
た
め
、
ア
ク

セ
ス
数
が
伸
び
ず
注
目
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
課
題
で

し
た
。
ス
ク
ロ
ー
ル
し
な
く
て
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
画

像
を
掲
載
し
て
、
当
館
の
こ
と
を
も
っ
と
も
っ
と
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
、
そ
ん
な
思
い
か
ら
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の

設
置
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

一
度
に
載
せ
ら
れ
る
画
像
は
あ
ま
り
多
く
て
も
目
立
た

な
く
な
る
た
め
、
４
つ
に
し
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

前
に
は
１
年
間
掲
載
す
る
だ
け
の
材
料
が
あ
る
か
少
し
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ざ
運
用
し
て
み
る
と
イ
ベ
ン
ト

が
多
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
の
も
一
苦
労
で
す
。

　

掲
載
数
週
間
前
に
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ビ
ス
の
担
当
者
か

ら
画
像
と
文
章
を
送
っ
て
も
ら
い
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
画
像

の
見
栄
え
は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
全
体
と
色
調
が

合
っ
て
い
る
か
も
確
認
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。
送
ら
れ
て

く
る
画
像
は
作
成
者
の
セ
ン
ス
が
光
る
も
の
も
多
く
、
誰
よ

り
も
先
に
見
ら
れ
る
の
が
係
の
密
か
な
楽
し
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
元
の
画
像
は
横
１
６
０
０
ピ
ク
セ
ル
×
縦

９
０
０
ピ
ク
セ
ル
と
見
た
目
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
も
の
で

す
。
そ
れ
と
い
う
の
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
で
見
て
も
き
れ
い
に
表
示
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
な
の
で

す
が
、
実
寸
で
お
見
せ
で
き
な
い
の
は
少
し
残
念
で
す
。

　

始
ま
っ
て
早
く
も
１
年
、
シ
ン
プ
ル
な
も
の
、
優
美
な

も
の
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
も
の
と
い
ろ
い
ろ
な
画
像
を
掲
載

し
て
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
ア
ク
セ
ス
数
も
順
調
に

増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
み
な
さ
ん
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
た
と
き
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
ぜ
ひ
注
目
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
少
し
で
も
興
味
が
そ
そ
ら
れ

た
ら
ク
リ
ッ
ク
し
て
当
館
の
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ビ
ス
を

知
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
今
後
の
「
顔
」
の

移
り
変
わ
り
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
電
子
情
報
流
通
課 

石
の
上
に
も
早
三
年
）

ホームページの「顔」
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このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。

23 国立国会図書館月報 694号 2019.2

　
当
館
所
蔵
資
料
中
、
抜
群
の
知
名
度
を
誇

る
坂
本
龍
馬
の
「
新
政
府
綱
領
八
策
」。
展

示
会
等
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
は
ご
存
知
の
よ

う
に
、
実
は
単
体
の
資
料
で
は
な
く
、『
亡

友
帖（
注
）』
と
名
づ
け
ら
れ
た
巻
子
（
巻
物
）
の

一
部
で
あ
る
。
他
に
中
岡
慎
太
郎
、
高
杉
晋

作
、
藤
田
東
湖
、
木
戸
孝
允
な
ど
錚
錚
た
る

幕
末
の
志
士
た
ち
の
書
簡
や
手
蹟
が
貼
り
交

ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
旧
蔵
者
が
こ
の
年
譜

の
当
人
、土
佐
出
身
の
石
田
英
吉（
１
８
３
９

-

１
９
０
１
）
で
、
後
年
、
他
の
資
料
と
と

も
に
ご
子
孫
か
ら
寄
託
を
経
て
寄
贈
さ
れ
た

（
東
京
本
館
憲
政
資
料
室
所
蔵 

石
田
英
吉
関

係
文
書
１
）。
歴
史
的
資
料
は
そ
れ
自
体
が

貴
重
な
記
録
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
来

歴
に
関
す
る
情
報
も
ま
た
重
要
で
あ
る
。
石

田
英
吉
と
は
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
か
、
年

譜
を
繙
い
て
み
た
。

　
現
在
の
安
芸
郡
安
田
町
の
地じ

下げ

医
師
の
家

に
生
ま
れ
、
地
元
在
住
の
坂
本
龍
馬
長
姉
の

夫
に
学
問
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。
二
十
歳

の
こ
ろ
に
医
学
修
行
の
た
め
大
坂
の
緒
方
洪

庵
の
適
塾
に
入
門
す
る
も
、
時
代
は
幕
末
。

志
士
と
な
り
、
天
誅
組
の
変
、
禁
門
の
変
の

修
羅
場
を
辛
う
じ
て
生
き
延
び
、
第
二
奇
兵

隊
を
経
て
海
援
隊
で
活
躍
、
そ
し
て
明
治
を

迎
え
る
。
戊
辰
戦
争
で
は
振
遠
隊
の
一
員
と

し
て
秋
田
を
転
戦
、
勝
利
を
得
て
凱
旋
し
た

の
が
凡
そ
三
十
歳
の
こ
ろ
。
そ
の
後
は
新
政

府
に
出
仕
、
や
が
て
秋
田
県
権
令
、
長
崎
県

令
、
元
老
院
議
官
、
高
知
県
知
事
等
を
歴
任
、

男
爵
に
叙
さ
れ
貴
族
院
議
員
に
も
選
出
さ
れ

た
。
年
譜
は
、
石
田
の
六
十
余
年
の
人
生
を

跡
付
け
る
本
人
の
著
述
や
公
的
な
記
録
、
同

時
代
者
の
記
述
さ
ら
に
土
地
に
残
る
記
憶
を

丹
念
に
集
め
、
そ
の
時
々
の
石
田
の
様
子
が

う
か
が
え
る
資
料
の
原
文
の
引
用
や
肖
像
写

真
を
織
り
込
ん
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、
文
献
に
よ
っ
て
確
認
可
能
な
事
実
を

積
み
重
ね
て
そ
の
実
像
を
明
ら
か
に
し
、
地

味
な
が
ら
後
々
に
も
利
用
さ
れ
て
い
く
も
の

を
作
ろ
う
と
い
う
編
者
の
意
図
が
看
取
さ
れ

る
。
巻
末
に
は
、「
石
田
英
吉
小
伝
」
と
題

さ
れ
た
解
説
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
脚
本
家
の
倉
本
聰
は
作
品
に
取
り
か
か
る

際
に
、
ま
ず
登
場
人
物
た
ち
の
詳
細
な
履
歴

書
を
作
る
と
い
う
。
個
人
的
な
経
験
や
社
会

的
な
事
件
が
書
き
込
ま
れ
た
履
歴
書
を
参
照

す
れ
ば
、
そ
の
人
物
が
あ
る
場
面
で
何
を
思

い
、
ど
う
行
動
す
る
か
が
自
ず
と
定
ま
っ
て

く
る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
年
譜
を
つ
ぶ
さ

に
見
て
い
く
と
、
龍
馬
墓
碑
の
工
事
費
に
と

石
田
の
名
前
で
金
百
両
が
お
く
ら
れ
た
と
い

う
記
載
や
、
あ
る
建
碑
式
で
祭
辞
を
読
み
あ

げ
る
う
ち
情
が
迫
っ
て
涙
声
に
な
っ
た
と
い

う
本
人
の
述
懐
に
目
が
留
ま
る
。
石
田
は
、

幕
末
の
動
乱
を
生
き
残
っ
た
者
と
し
て
、
明

治
の
世
を
目
に
す
る
こ
と
な
く
非
業
の
死
を

遂
げ
た
か
つ
て
の
同
志
の
顕
彰
に
心
血
を
注

い
だ
。
残
さ
れ
た
『
亡
友
帖
』
は
そ
の
結
実

の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
緻
密
な
年
譜
は
、
未

だ
書
か
れ
て
い
な
い
ド
ラ
マ
を
う
ち
に
秘
め

つ
つ
、
石
田
の
事
蹟
と
そ
の
思
い
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
眞
子 

ゆ
か
り
）

石田英吉年譜
勤王の志士から明治政府の官僚へ
安田町教育委員会
2018.3　26p 　30cm
<請求記号　Y121-L16304>

注
　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3947453

）。



A

PhotoShop を用いて元資料に
色付けを行うことで、描かれ
ている場面が夜であり、中央
にかがり火が焚かれているこ
とがわかりやすくなっていま
す。

梅林秀行 著『京都の凸凹を歩く』
青幻舎　2016.5 ＜請求記号　GC156-L101 ＞
の 21 ページ目

「祇園林夜桜」
（『花洛名勝図会』1864 年・元治元年

国際日本文化研究センター蔵）
http://www.nichibun.ac.jp/meisyozue/
karaku/page7/km_04_01_048t.html

ndl digital library    　

デジタルライブラリーカフェ 「今年も」開店中

2018 年 9月 15日、9月 29日に東京本館で、３年目となる「NDLデジタルライブラリーカフェ」
を開催しました。
今回は「二次利用」や「ウィキペディアタウン」をテーマとし、情報化社会において、デジタル
アーカイブに公開されている資料や地域の図書館の資料を利用して、どのようなことができるの
か、様々な立場の専門家をゲストに語り合いました。
講演内容について詳しく知りたい方は、「2018年NDLデジタルライブラリーカフェ＜報告＞」（カ
レントアウェアネス E2081）を併せてご覧ください。

（電子情報部電子情報企画課次世代システム開発研究室、電子情報流通課）

アイデアをかたちにする二次利用のたのしみ

「二次利用」は既存の著作物をコピーしたり、編集したり、加工したりして利用することを指します。二次利用
のエキスパートとして京都高低差崖会崖長の梅林秀行さんと、二次利用のためのシステム研究のエキスパート
として同志社大学の原田隆史教授に、それぞれの立場から二次利用について語って頂きました。梅林さんから
は、二次利用とは読む人の資料理解を助けるための「補助線」を引くことであるとして自身の成果物の紹介や、
二次利用しやすいデジタルアーカイブの条件といったお話が、原田さんからは、標準化は様々な機関が提供す
るメタデータを横断して使えるようにするために重要であり、標準に合わせて提供することで社会全体の利益
につながるということをお話し頂きました。

9月
15日

AA 資料を扱う教育を充実させることで
す。とりわけ人文系で「補助線の引き
方」を徹底的に教えてほしいです。
(梅林)

自由な加工を許してもらえるのなら、内容に
よっては購入します。(梅林)
国内のデジタルアーカイブに料金を払う文化
が定着しているとは言えませんが、必要なデー
タに対して個別に料金を支払えるようになれ
ば状況が変わってくると思います。(原田)

QQ 利用者のリテラシー向上のためにで
きることはありますか？

ニューヨーク公共図書館は高解像度
画像を有償提供していますが、気に
入った画像があれば購入しますか？
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梅林秀行氏
京都高低差崖会崖長

是住久美子氏
愛知県田原市中央図書館副館長

@

　ウィキペディアタウンやその他のオープンデータに関する取り組みについて、公共図書館職
員の実践として紹介しました。日下さんから理論的なお話も聞くことができ、楽しく参加させて
いただきました。国会図書館の一室がカフェのようになって、参加者のみなさんと双方向で対
話できるなんて、国会図書館のイメージがずいぶん変わりました。参加者のみなさんのお話を
もう少し聞くことができる時間があれば良かったです。

　公開されない資料は、利用者にとって存在しないものと同じになってしまいます。デジタルアー
カイブへの要望として、どのアーカイブをどのように活用するかといった利用者側の自己決定権
を尊重し、公開する資料を自主規制しないで頂きたいです。同時に、議論や批判の対象は、利
用者の活用の中身や結果でなくてはならないと考えます。今回、参加者のみなさんと交流・議
論する中で、課題の所在があらためて明らかとなったように思えます。アーカイブをめぐるさま
ざまな議論自体が、私たちの社会を形作る公共圏であるはずと信じています。

ウィキペディアと図書館～人と場と情報～

ウィキペディアタウンイベントの運営に積極的に関わっておられる、Wikipedia日本語版管理者の日下九八さ
んと愛知県田原市中央図書館副館長の是住久美子さんをお招きして、ウィキペディアタウンを図書館が支援す
る事例を中心にお話し頂きました。是住さんからは市民協働や郷土資料の活用において図書館が果たす役割
について、日下さんからは運営側から見たイベント参加者のモチベーションについて、世界に自分の記事を発
信することの達成感とイベント中に書きたいことを書ききれない残念感が鍵になっているのではないかとお話
がありました。

＊ウィキペディアタウンとは、その地域にある文化財や観光名所などの情報をインターネット上の百科事典「ウィキペディア」に掲載し、さら

に掲載記事へのアクセスの容易さを実現した街（町）のことである。(Wikipedia より )

日本では、地域住民が街歩きをして、地域の図書館の郷土資料等を活用して調べた成果を投稿する取組として展開されています。

9月
29日

A

A

A 街を案内してくれる方と相談して決め
ます。ちなみにどこまで書くかは、街
歩きで目にしたものに引っ張られて変
わっています。（是住）

結局は誰が主体的にやりたいのかとい
う点に尽きます。図書館がやりたけれ
ば是非やればいいと思います。（日下）

在日外国人の生活には、日常に現れるものの使い方
を英語で説明した項目が必要ではないかと思います。
また英語だけでなく、外国人本人が自身の母語で自
分の勤めている会社や住んでいる地域のことを書く
と、故郷の人々が共有できるので良いと思います。
(日下)

Q

Q

Q ウィキペディアタウンのテーマ設定の
方法はどうしていますか？

ウィキペディアタウンについて、図
書館員の関わり方はどうあるべき
でしょうか？

英語で記述することで、日本の情報
の海外展開、ということも考えられま
すか？

25 国立国会図書館月報 694 号 2019.2
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平
成
30
年
度
国
際
政
策
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
メ
リ
カ
の
外

交
政
策
と
日
本
」

　　

ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
を
掲
げ
、
従
来
の
国
際
的
枠
組
み
に

次
々
と
波
紋
を
投
げ
掛
け
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
登
場
に
よ
り
、

ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
我
が
国
の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
国
際
政
治
学

者
で
あ
る
マ
イ
ケ
ル
・
マ
ス
タ
ン
ド
ゥ
ー
ノ
氏
を
お
招
き
し
て
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
対
ア
ジ
ア
外
交
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
日
本
の
専
門
家
を
交
え
て
、
今
後
の
我
が
国
の
対

応
も
視
野
に
入
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

○
日
時　

2
月
7
日
（
木
）
14
時
～
17
時

○
会
場　

東
京
本
館 

新
館
講
堂

○
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
日
英
同
時
通
訳
付
き
、
入
場
無
料
）

〔
基
調
講
演
〕

　

マ
イ
ケ
ル
・
マ
ス
タ
ン
ド
ゥ
ー
ノ
氏
（
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
教
授
）

〔
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〕

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

久
保
文
明
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
）

・
報
告
者

　

前
嶋
和
弘
氏
（
国
立
国
会
図
書
館
客
員
調
査
員
、

　

上
智
大
学
総
合
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部
教
授
）

○
定
員　

３
０
０
名
（
事
前
申
込
制
・
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
・
展
示
会
情
報
」
か
ら

　

２
月
５
日
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

　

調
査
及
び
立
法
考
査
局 

調
査
企
画
課 

連
携
協
力
室

　

電
子
メ
ー
ル　

m
l-ipsem

inar@
ndl.go.jp

関
西
館
小
展
示
（
第
25
回
）「
人
体
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド 

～
か
ら
だ
を
め
ぐ
る
冒
険
い
ま
む
か
し
～
」

　

ひ
と
の
身
体
は
不
思
議
に
満
ち
て
い
ま
す
。
古
代
か
ら
、
人

間
の
身
体
が
何
で
で
き
て
い
て
、
ど
う
し
て
動
く
の
か
、
病
の

原
因
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
が
探
究
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

第
25
回
の
関
西
館
小
展
示
は
、「
人
体
の
し
く
み
」「
骨
・
筋
肉
」

「
神
経
・
脳
」「
免
疫
」「
治
療
・
療
法
」
の
５
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
に

沿
っ
て
、
歴
史
的
な
も
の
か
ら
最
新
の
成
果
ま
で
、
人
体
の
し

く
み
に
関
す
る
本
や
雑
誌
約
１
０
０
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
開
催
期
間　

2
月
21
日
（
木
）
～
3
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

※
日
曜
・
祝
日
を
除
く

○
開
催
時
間　

9
時
30
分
～
18
時

○
会
場　

関
西
館 

閲
覧
室
（
地
下
１
階
）

　

ま
た
、
関
連
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
演
題　

Ｐ
Ｄ
‐
１
と
が
ん

　
　
　
　

～
免
疫
療
法
の
新
境
地
を
開
い
た
分
子
～

○
講
師　

石
田
靖
雅
氏
（
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

　
　
　
　

先
端
科
学
技
術
研
究
科 

准
教
授
）

○
日
時　

３
月
２
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　
　
　
　

※
講
演
後
、当
館
職
員
に
よ
る
展
示
紹
介
を
約
15
分
行
い
ま
す
。　

○
会
場　

関
西
館 

第
１
研
修
室
（
１
階
）

○
定
員　

70
名
（
事
前
申
込
制
・
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
・
展
示
会
」
の
申
込
フ
ォ
ー

　

ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
は
、
左
記
の
情
報
を
ご
記
載
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

　

①
件
名
「
小
展
示
講
演
会
申
込
み
」、
②
氏
名
（
よ
み
が
な
）、

　

③
電
話
番
号
、
④ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

番
号

　

申
込
先
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）　

０
７
７
４
（
９
４
）
９
１
０
８

N D L  T o p i c s

師範学校[編]『体操図:文部省正定』浜
田県, [明治-]
＜請求記号　特53-833＞

第24回関西館小展示「百花繚乱！ガー
デニングの世界」の様子
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N D L  T o p i c s
平
成
30
年
度
児
童
サ
ー
ビ
ス
研
究
交
流
会

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
児
童
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
が
集
ま

り
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
最
新
の
動
向
を
学
び
、
相
互
交

流
等
を
行
う
場
と
し
て
、
児
童
サ
ー
ビ
ス
研
究
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
世
代
へ
の

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
考
え
る
」
で
す
。

　
○
日
時　

3
月
11
日
（
月
）
10
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　
　
　

※
終
了
後
、
希
望
者
に
館
内
見
学
を
実
施
し
ま
す
。

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

ア
ー
チ
棟
１
階 

研
修
室
１

○
定
員　

80
名
（
事
前
申
込
制
・
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費　

無
料
。
た
だ
し
、旅
費
等
は
受
講
者
側
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

企
画
協
力
課

　
　
　
　
　
　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

新
刊
案
内

平
成
29
年
度
国
際
政
策
セ
ミ
ナ
ー
報
告
書

　
「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
―
ド
イ
ツ
を

　
　

中
心
に
―
」

　

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
人
の
国
際
移
動
の
枠
組
み

　

ド
イ
ツ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
移
民

　

戦
後
日
本
の
外
国
人
労
働
者
問
題
と
政
策

　

岐
路
に
立
つ
日
本
の
外
国
人
労
働
者
政
策
を
考
え
る
―
非
熟
練
労
働

　
　

と
看
護
・
介
護
セ
ク
タ
ー
を
中
心
に
―

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
７
８
号

　

ア
メ
リ
カ
の
２
０
１
７
年
女
性
、
平
和
及
び
安
全
保
障
法

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
財
政
調
整
制
度
の
改
革
―
州
間
財
政
調
整
の
縮
小

　
　

と
連
邦
交
付
金
の
拡
大
―

　

ド
イ
ツ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
法
―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
な
コ
ン
テ
ン
ツ

　
　

対
策
―

　

中
国
の
新
た
な
国
家
監
察
体
制
―
中
華
人
民
共
和
国
監
察
法
―

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
１
５
号

　
「
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
」
の
推
進

　

税
務
情
報
の
義
務
的
開
示
制
度
―
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
Ｅ
Ｕ

　
　

の
新
指
令
―

　

日
本
に
お
け
る
生
殖
補
助
医
療
の
規
制
の
現
状
と
法
整
備
の
動
向

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

平
成
30
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
大
学
図
書
館
長

と
の
懇
談
会

　

平
成
30
年
12
月
3
日
、
東
京
本
館
に
お
い
て
標
記
の
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
、
国
公

私
立
大
学
図
書
館
協
力
委
員
会
委
員
館
の
図
書
館
長
お
よ
び
関

係
機
関
の
代
表
者
を
招
い
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、「
今
後
の
図
書
館
間
の
連
携
協
力
の
在
り
方
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
国
立
国
会
図
書
館
か
ら
「
国
立
国
会
図
書
館
と

大
学
図
書
館
の
今
後
の
連
携
協
力
の
可
能
性
」
と
題
し
て
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
研
修
交
流
事
業
、
外
国
の

図
書
館
等
に
対
す
る
図
書
館
送
信
、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
条
約
へ
の
対

応
を
含
む
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
等
の
図
書
館
協
力
業
務
、
ジ
ャ
パ

ン
サ
ー
チ
の
機
能
・
開
発
状
況
・
メ
タ
デ
ー
タ
連
携
と
利
活
用
、

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。
深
澤
良
彰
早
稲
田
大
学
図
書
館
長
か
ら
は
「
予
算
削

減
下
の
図
書
館
協
力
の
在
り
方
」
と
題
し
て
、
早
稲
田
大
学
図

書
館
と
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
間
で
現
在
開

発
中
の
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
及
び
書
誌
デ
ー
タ
の
共
同
調
達

等
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
学
図
書
館
間
の
シ
ス
テ
ム
共
同
構
築
に
取
り
組

ん
だ
背
景
及
び
事
情
、
書
庫
の
新
設
・
増
設
・
維
持
の
課
題
や

資
料
の
分
担
収
集
・
保
存
の
可
能
性
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
に
お

け
る
メ
タ
デ
ー
タ
の
収
録
範
囲
と
今
後
の
展
開
、
大
学
関
係
者

が
必
要
と
す
る
学
術
的
な
内
容
の
視
覚
障
害
者
等
用
デ
ー
タ
の

製
作
に
お
け
る
課
題
、
国
立
国
会
図
書
館
に
よ
る
公
立
大
学
図

書
館
へ
の
研
修
状
況
及
び
研
修
参
加
機
会
増
の
対
応
策
、
国
立

国
会
図
書
館
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
範
囲
と
権
利
処
理

の
課
題
な
ど
幅
広
い
内
容
に
つ
い
て
、
質
疑
、
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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平
成
30
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
行
政
・
司
法

各
部
門
支
部
図
書
館
長
と
の
懇
談
会

　

平
成
30
年
11
月
19
日
、
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
に
お
い

て
標
記
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
各
府
省
庁

と
最
高
裁
判
所
に
置
か
れ
た
支
部
図
書
館
の
充
実
に
資
す
る
た

め
、
支
部
図
書
館
長
等
を
招
い
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

支
部
図
書
館
26
館
、
分
館
４
館
か
ら
、
42
名
の
支
部
図
書
館
長
、

支
部
図
書
館
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

国
立
国
会
図
書
館
（
中
央
館
）
は
、
支
部
図
書
館
機
能
向
上

に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
支
部
図
書
館
と
の
連
携
の
事
例
等
を
含
め
報
告
し
、
現
状

と
問
題
意
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

支
部
図
書
館
か
ら
は
、
奥
積
雅
彦
支
部
総
務
省
統
計
図
書
館

長
が
、
同
館
の
概
要
と
明
治
百
五
十
年
記
念
展
示
サ
イ
ト
等
の

直
近
の
取
組
に
つ
い
て
、
山
内
輝
暢
支
部
経
済
産
業
省
図
書
館

長
が
、
同
館
の
概
要
と
デ
ジ
タ
ル
化
や
利
用
促
進
の
課
題
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
井
健
策
氏
（
骨
董
通
り
法
律
事
務
所
代
表
パ
ー
ト

ナ
ー
）
が
、「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
の
意
義
と
課
題　

～

デ
ジ
タ
ル
資
産
の
覇
者
と
な
れ
」 

と
題
す
る
特
別
講
演
を
行
い
、

欧
州
の
取
組
や
そ
の
背
景
と
な
っ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
寡

占
状
況
、
ア
ー
カ
イ
ブ
を
振
興
す
る
法
制
の
進
捗
を
紹
介
し
つ

つ
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
意
義
や
デ
ジ
タ
ル
情
報
資
源
の

保
存
・
共
有
・
活
用
に
関
す
る
法
的
・
制
度
的
な
課
題
等
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

第
30
回
納
本
制
度
審
議
会

　

平
成
30
年
11
月
29
日
、
第
30
回
納
本
制
度
審
議
会
が
、
審
議

会
委
員
９
名
、
専
門
委
員
３
名
が
出
席
し
て
東
京
本
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
第
15
回
代
償
金
部
会
の
審
議
経
過
に
つ
い
て

斎
藤
誠
部
会
長
か
ら
、
平
成
29
年
度
第
１
回
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料

の
補
償
に
関
す
る
小
委
員
会
の
審
議
経
過
に
つ
い
て
福
井
健
策

小
委
員
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
事

務
局
か
ら
、
出
版
物
納
入
状
況
、
電
子
書
籍
・
電
子
雑
誌
収
集

実
証
実
験
事
業
の
現
状
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、
質
疑
応
答

が
あ
り
ま
し
た
。

納
本
制
度
審
議
会
委
員
・
専
門
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
平
成
30
年
11
月
29
日
現
在
）

会
長中

山　

信
弘　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

会
長
代
理

福
井　

健
策　
　

弁
護
士

委
員植

村　

八
潮　
　

専
修
大
学
文
学
部
教
授

江
上　

節
子　
　

武
蔵
大
学
社
会
学
部
教
授

遠
藤　

薫　
　
　

学
習
院
大
学
法
学
部
教
授

相
賀　

昌
宏　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
理
事
長

角
川　

歴
彦　
　

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
取
締
役
会
長

近
藤　

敏
貴　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
出
版
取
次
協
会
会
長

斎
藤　

誠　
　
　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

鹿
谷　

史
明　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
雑
誌
協
会
理
事
長

重
村　

博
文　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
会
長

白
石　

興
二
郎　

一
般
社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長

　

永
江　

朗　
　
　

公
益
社
団
法
人
日
本
文
藝
家
協
会
電
子
書
籍
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
委
員
会
委
員
長

根
本　

彰　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

野
原　

佐
和
子　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　

特
任
教
授

専
門
委
員

佐
々
木　

隆
一　

一
般
社
団
法
人
電
子
出
版
制
作
・
流
通
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

監
事

三
瓶　

徹　
　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
電
子
出
版
協
会
事
務
局
長

樋
口　

清
一　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
事
務
局
長

○
代
償
金
部
会
所
属
委
員

斎
藤
誠
（
部
会
長
）、
江
上
節
子
（
部
会
長
代
理
）、
相
賀
昌
宏
、

鹿
谷
史
明
、
重
村
博
文
、
根
本
彰
、
福
井
健
策

○
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
補
償
に
関
す
る
小
委
員
会
所
属
委
員
・
専
門
委
員

　

福
井
健
策
（
小
委
員
長
）、
植
村
八
潮
、
遠
藤
薫
、
斎
藤
誠
、
永
江
朗
、

　

根
本
彰
、
佐
々
木
隆
一
、三
瓶
徹
、
樋
口
清
一

　

※
審
議
会
に
関
す
る
情
報
は
、
左
記
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

http://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/collect/deposit/council/index.htm
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N D L  T o p i c s

平成30年度国立国会図書館長と行政・司法各部門支部図書館長
との懇談会
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